
○岡田議長 次に、戸田議員。

〔戸田議員質問席へ〕

○戸 田議 員 会 派自 由 創政の 戸田 でご ざいま す。 よろし くお 願い

いた しま す。本 定例 会 に当た りま して 、大要 ３点 、尾高 城跡 につ

いて 、上 下水道 の管 路 につい て、 淀江 ゆめ温 泉に ついて 質問 して

まい りた いと思 いま す 。明快 なる 答弁 をいた だき ますよ うに 、よ

ろしくお願いいたします。

ま ず初 めに、 尾高 城 跡につ いて 質問 してま いり たいと 思い ます。

こ の問 題につ いて は 、何回 も質 問し ており ます けれど も、 また

改め て私 の視点 で質 問 してま いり たい という ふう に思い ます 。尾

高城 跡に ついて は、 令 和６年 ２月 に国 の史跡 に指 定され たと ころ

でご ざい ますが 、そ の 後、そ れに 関わ る事務 がな かなか 滞っ てお

りま すが 、その 推進 状 況、ま た管 理体 制につ いて 、まず 伺っ てお

きたいと思います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 国史跡 に指 定さ れた後 、令 和６年 度に は案

内看 板の 改修、 仮設 ト イレの 設置 や除 草回数 を増 やすな ど、 適切

な管 理に 努めて いる と ころで ござ いま す。あ わせ て、歴 史講 座や

現地 ウオ ークな どを 定 期的に 実施 して おりま して 、尾高 城跡 の周

知、 活用 にも努 めて ご ざいま す。 本年 度は６ 月と １１月 に通 常は

公開 して おりま せん 本 丸、二 の丸 の特 別公開 を実 施し、 多く の皆

様に御参加をいただいたところでございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 ほど 説 明いた だき まし たけれ ども 、今の 本年 度は

６月 と１ １月に 市民 の 方々に 現地 に出 向いて いた だいた と、 公開



をし たと いうよ うな 状 況下で ござ いま すけれ ども 、しか しな がら、

なか なか その辺 の実 態 が地元 の住 民の 方々に は理 解でき てい ない

のが 現状 課題か なと い うふう に思 って おりま す。 そうし た中 で、

第２ 次の 米子市 まち づ くりビ ジョ ン計 画にお いて は、歴 史と 文化

に根 差し たまち づく り という ふう に形 があり ます 。そう した 中で、

尾高 城跡 の保存 活用 計 画を策 定し て、 今後事 務体 系を整 えて いく

んだ とい うふう な記 述 がある んで すけ ども、 その ような 状況 はい

かがでしょうか。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 第２次 米子 市ま ちづく りビ ジョン の一 つの

柱で ござ います 、歴 史 に根差 した まち づくり にお きまし て、 尾高

城跡 の保 存活用 計画 の 策定は 重点 施策 として 位置 づけて ござ いま

す。 尾高 城跡の 価値 や 魅力を 共有 する ため保 存活 用計画 の策 定を

通じ まし て、整 備、 活 用に向 けた 具体 的な検 討を 進めて いき たい

と考えてございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 改 めて 聞 きます けれ ども 、保存 活用 計画を 定め てい

くん だと いうこ とで 、 第２次 のま ちづ くりビ ジョ ンに定 めて ある

んで すけ れど、 その 中 で、答 弁の 中で ありま した ように 、今 後は

活用 計画 を策定 して 、 整備、 活用 に向 けた具 体的 な検討 を進 めて

まい りた いとい うよ う な答弁 でな かっ たかな と思 います が、 私は

改め て尾 高城跡 につ い ては国 史跡 を踏 まえて 早急 に保存 活用 計画

を策 定さ れて、 その 同 城跡の 保存 を図 ってい く必 要があ ると いう

ふう に思 ってお りま す が、改 めて その 辺のと この 見解を 伺っ てお

きたいと思います。



○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 尾高城 跡の 歴史 的、文 化的 価値を 後世 に伝

えて いく ため、 適切 な 保存活 用計 画を 策定し まし て、着 実に 史跡

の保存を図ることとしてございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 同 じよ う な答弁 にな るん ですけ れど も、私 の視 点で

いけ ば、 尾高城 跡に つ いては 中世 に築 かれた 居城 でござ いま して、

やっ ぱり 堀、石 垣な ど 、また 、す ばら しい遺 構等 が残っ てお ると

いう よう な状況 下で ご ざいま す。 そう いうふ うな 考え方 から すれ

ば、 私は 今年度 も６ 月 と１１ 月に 市民 の方々 に現 地を見 てい ただ

いた よう ですけ ど、 や はりそ うい うふ うな方 々か ら保存 活用 計画

を策 定し ていた だい て 、早急 にそ の事 務体系 を確 立して ほし いと

いう 御要 望をた くさ ん 私いた だき ます 。そう いう ふうな 観点 から

いけ ば、 私は令 和８ 年 度中に は用 地に ついて 今の 測量事 務等 に着

手さ れて 、令和 ８年 度 中には 保存 活用 計画を 策定 すべき とい うふ

うに 考え ており ます が 、市長 さん 、そ の辺の 見解 を伺っ てお きた

いと思いますが、いかがでしょうか。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ の保 存 活用計 画の 策定 につき まし ては、 現時 点に

おき まし ては２ か年 で 取り組 むこ とと してお りま して、 現在 国や

県に 対し まして 、令 和 ８年度 から ９年 度の財 源確 保に向 けた 予算

要望 を行 ってい る段 階 でござ いま す。 そして 、そ の状況 によ り必

要な予算措置を講じてまいる予定でございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 令 和８ 年 度、９ 年度 に保 存活用 計画 を策定 され て、



その 事務 を確立 して い くとい う答 弁で あった とい うふう に思 いま

すが 、く どくな りま す けれど も、 やは り私有 地も 公有地 化を され

たの が令 和６年 度で し たか、 令和 ７年 度中で した か、そ うい うふ

うな 形を 思って おり ま すけれ ども 、や はり令 和８ 年度か ら今 の保

存活 用計 画に着 手さ れ て、今 の中 世に 居城さ れた 尾高城 の貴 重な

遺構 等を 保存し てい く 、保護 して いく んだと いう 、私は 必要 があ

るの では ないか と思 い ますが 、改 めて 市長の 見解 を伺っ てお きた

いと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ の尾 高 城跡で ござ いま すが、 おっ しゃる とお り、

中世 の西 伯耆の 歴史 の 解明に 重要 な城 郭でご ざい まして 、い わゆ

る土 塁の 城から 石垣 の 城へと 変遷 を示 す貴重 な遺 構が残 って ござ

いま す。 こうし た遺 構 を確実 に保 存し ていく ため 保存活 用計 画の

策定 に着 手をし まし て 、計画 的に 整備 に向か えれ ますよ う、 国や

県に 対し まして 必要 な 財源の 確保 を求 めてま いり たいと 考え てお

ります。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 く どい よ うな私 の質 問の 仕方だ った かもし れま せん

けど 、や はり皆 さん 方 が望ま れて おり ますの は、 早期に 今の 保存

活用 計画 を策定 され て 、保存 をし てい ただき たい という のが 多方

面か らの 御意見 でご ざ います 。そ うい うふう な観 点を私 踏ま えて

質問 をさ せてい ただ い とるん です けど も、今 の米 子城跡 に比 して

事務 のス ピーデ ィー さ がかい ま見 えて こない 。改 めて今 般の 質問

の中 で、 市長さ んの ほ うから 令和 ８年 度、９ 年度 に保存 活用 計画

を策 定さ れて、 令和 ８ 年度中 には 現地 のいわ ゆる 測量事 務に 入ら



れる とい うこと でご ざ います ので 、こ の問題 は了 といた しま すけ

れど 、や はりこ の問 題 につい ても っと スピー ドア ップを 図ら れて、

スピ ーデ ィーな 対応 を してい ただ きた いと思 いま すが、 その 辺の

ところ、改めて市長さんの見解を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員が お っしゃ るこ と、 また住 民の 皆様が 期待 され

てる とい うこと につ き まして は、 私も 重々承 知し ている つも りで

ござ いま す。尾 高城 跡 につき まし ては 、今後 の整 備、そ して 活用

に対 する 期待感 、こ れ は非常 に高 まっ ている とい う認識 もご ざい

ます 。今 年度で した け れども 、公 益財 団法人 日本 城郭協 会が 主催

をい たし ます日 本城 郭 協会大 賞に おい て、本 市が 調査・ 整備 ・活

用賞 を受 賞した とこ ろ でござ いま す。 これは 尾高 城跡の 本丸 、二

の丸 の発 掘調査 です と か、あ るい は史 跡指定 まで の取組 が現 在進

行中 の米 子城跡 の整 備 活用と 連動 し、 そして 、山 陰地域 の戦 国史

をよ り豊 かなも のに す ると評 価さ れた もので ござ います 。こ のよ

うに 多方 面から 注目 が 集まっ てい ると いうこ とを 私も実 感し てお

りま すの で、尾 高城 跡 の保存 活用 を着 実に進 めて まいり たい と考

えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 前 向き な 答弁、 あり がと うござ いま した。 本当 に多

方面 から いろん な御 意 見いた だき まし た。私 有地 を公有 地化 をし

て、 なか なか戸 田さ ん 、事務 が進 まん じゃな いで しょう か、 保存

活用 計画 どうな んで し ょうか とい う御 意見を 多数 いただ きま した。

地元 の方 々も注 目し て おりま して 、本 当に動 向を 見定め てお った

わけ です けれど も、 先 ほど来 から 申し 上げま すよ うに、 令和 ８年



度に 測量 事務に 入ら れ て、令 和８ 年度 、９年 度に 保存活 用計 画を

策定 され るとい うこ と でござ いま して 、本当 に私 は大変 心か ら喜

ばし いな と思い ます し 、その 内容 につ いても 多方 面の方 々に も御

説明 をし て御理 解を 賜 りたい とい うふ うに思 いま す。市 のほ うに

も、 その ような 内容 に ついて 、ま た市 民等に 広報 なり、 きち っと

対応 して いただ きた い と、こ れは 強く 要望し てお きたい と思 いま

す。よろしくお願いしたいと思います。

以上でこの問題については終わりたいと思います。

次 に、 上下水 道の 管 路につ いて 質問 してま いり たいと 思い ます。

これ も メデ ィア で 埼玉 県の 八 潮市が 道 路陥 没が あ って、 要 因が

下水 の配 管で、 その 陥 没した 理由 とい うふう にな ってお るわ けで

ござ いま すが、 本市 に おいて も国 の要 請があ った と思い ます けど

も、 要請 に基づ いて 今 の下水 道管 路の 調査事 務を された とい うふ

うに 伺い ますが 、そ の 内容に つい てま ず伺っ てお きたい と思 いま

す。

○岡田議長 下関上下水道局長。

○下 関上 下水道 局長 全国特 別重 点調 査につ いて でござ いま すけ

れど も、 調査対 象と な りまし た管 路の 延長は 2.１ ４ キ ロ メ ー ト ル

で ご ざ い ま す 。 そ の う ち原則 １年 以内 の対策 が必 要とさ れる 緊急

度Ⅰ が 0.３ ９ キ ロ メ ー ト ル 、 応 急 措 置 後 ５ 年 以内 の対策 が必 要と

され る緊 急度Ⅱ が 1.６ ６ キ ロ メ ー ト ル 、 軽 度 の 劣 化 が 0.０ ９ キ ロ

メ ー ト ル で ご ざ い ま し た 。 点 検の 際、 管路内 部か らハン マー によ

る打 音調 査を行 って お りまし て、 道路 下に空 洞が ないこ とを 併せ

て確認をしているところでございます。

○岡田議長 戸田議員。



○戸 田議 員 今 の調 査 の内容 、説 明い ただき まし たが、 これ はま

た後 ほど 触れた いと 思 います が、 潜行 目視調 査、 打音調 査等 の事

務を され たとい うふ う に伺い ます けれ ども、 また 電磁波 によ る路

面の 空洞 調査を 先般 さ れたと いう ふう で、報 道か ら伺い まし たけ

ども、その調査内容について伺っておきたいと思います。

○岡田議長 下関上下水道局長。

○下 関上 下水道 局長 路面空 洞調 査に つきま して は、点 検の 際に

行い まし た管路 内部 か らの打 音調 査に おいて 空洞 は確認 をさ れて

おり ませ んけれ ども 、 安全に 最大 限配 慮する 必要 がある ため 、国

が推 奨し ており ます 上 下水道 ＤＸ 技術 カタロ グに 登載の 新し い技

術を 使用 した路 面空 洞 調査を 実施 した ところ でご ざいま す。 これ

は１ １月 １８日 に実 施 いたし まし て、 その調 査結 果につ きま して

は、 現在 調査デ ータ の 解析中 でご ざい まして 、今 月中を めど に準

備が整い次第、公表することとしております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 総 体的 な 今の調 査内 容を 伺った んで すけど 、ち ょっ

と視 点を 変えま すけ ど も、主 に下 水道 の管路 につ いては 何年 ぐら

い経 過し ており ます か 。その 経過 内容 につい て伺 ってお きた いと

思います。

○岡田議長 下関上下水道局長。

○下 関上 下水道 局長 管路の 経過 年数 につい てで ござい ます けれ

ども 、下 水道管 路全 体 といた しま して は、平 成の 初め頃 に最 も多

く敷 設し ており ます の で、お おむ ね３ ０年程 度経 過して いる とこ

ろで ござ います 。今 回 の点検 箇所 につ きまし ては ４８年 から ５５

年ほど経過している部分でございます。



○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 ５ ５年 経 過をし てい る内 容を披 瀝さ れまし たけ ど、

ちょ っと 替えま すけ れ ども、 この たび の調査 結果 により 緊急 度Ⅰ

が 0.３ ９ キ ロ 、 緊 急 度 Ⅱ が 1.６ ６ キ ロ 、 軽 度 の 劣 化 が 0.０ ９ キ ロ

メ ー ト ル で あ り ま し た 。 そ こ で、 これ らに対 する 修繕対 応方 針は

どの よう に想定 され て おられ ます か。 その辺 のと ころ伺 って おき

たいと思います。

○岡田議長 下関上下水道局長。

○下 関上 下水道 局長 修繕の 対応 方針 につい てで ござい ます けれ

ども 、緊 急度Ⅰ に対 し ますク ラッ ク補 修など の応 急措置 を年 度内

に行 いま して、 緊急 度 Ⅱにつ いて は来 年度初 め頃 までに は応 急措

置に 着手 する予 定と し ており ます 。ま た、管 更生 などの 恒久 対策

につ きま しては 、緊 急 度Ⅰに つい ては 令和８ 年度 に着手 し、 緊急

度Ⅱ につ いては その 後 可能な 限り 早く 早期に 着手 したい と考 えて

いるところでございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 緊 急度 Ⅰ につい ては 今の 原則１ 年以 内の速 やか な対

応が 求め られて おる と いうこ とで ござ います が、 そこで 、こ の修

繕、 １年 以内に 対応 し なけれ ばな らな いもの につ いては 令和 ８年

度の 当初 予算対 応を 私 はすべ きで はな いかと いう ふうに 思っ てお

りますけど、当局はどのように考えておられますか。

○岡田議長 下関上下水道局長。

○下 関上 下水道 局長 当初予 算で 対応 すべき では ないか とい うお

尋ね でご ざいま すけ れ ども、 予算 措置 につき まし ては緊 急度 Ⅰの

対策 費用 として 約９ 億 円を見 込ん でい るとこ ろで ござい ます が、



来年 度当 初予算 にお い て緊急 度Ⅰ 及び 緊急度 Ⅱの 対策費 用を 国に

要望 して いると ころ で ござい ます 。ま た、本 年度 の国の 補正 予算

にお いて も緊急 度Ⅰ に 対する 更新 設計 費を要 望し ている とこ ろで

ございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 緊 急度 Ⅰ につい ては ９億 円ぐら いを 要する とい うふ

うな 見解 でござ いま し た。そ うい う中 でやは り当 初予算 で対 応し

てい かな ければ 、私 は ならな いの では ないか なと いうふ うに 思っ

てお ると ころで ござ い ますが 、メ ディ アの中 でも ありま すよ うに、

補正 予算 で老朽 化下 水 対策と いう のは メディ アで 先般ご ざい まし

た。 その 中で、 防災 安 全交付 金を 交付 して今 の対 応をし てい くん

だと 、今 後は上 下水 道 の基礎 強化 とい うふう な施 策も打 ち出 され

てく ると いうふ うに 私 は理解 して おり ます。 そう した中 で、 そう

いう ふう な国の いわ ゆ る要請 に呼 応し た対応 をし ていか なけ れば

なら ない という ふう に 思って おる とこ ろでご ざい ますが 、今 の緊

急度 Ⅱに おいて は応 急 措置を 実施 した 上で５ 年以 内の対 策が 必要

との こと である とい う ふうに 思い ます 。今後 下水 道の管 路施 設の

修繕 工事 計画を 策定 し て、私 は対 応す べきで はな いかと 思い ます

が、その辺のところの見解を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 下 水道 管 路修繕 基本 計画 の策定 につ いての お尋 ねで

ござ いま すが、 現在 老 朽化対 策に つき まして は、 予防保 全の 観点

から スト ックマ ネジ メ ント計 画を 策定 してお りま して、 基本 的に

はこ の計 画の中 でカ バ ーをし てい く予 定でご ざい ますが 、し たが

いま して 、新た な計 画 をつく る考 えは ないと 思っ ており ます 。こ



のた び議 員御指 摘の 全 国特別 重点 調査 の結果 を踏 まえま して 、緊

急度 Ⅰの 管路を 最優 先 に対応 する 必要 がある ため 、この 計画 を見

直す予定でございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 現 計画 を 見直し て、 それ ぞれの 緊急 度Ⅰ、 緊急 度Ⅱ

の修 繕対 応につ いて 当 たって いく んだ という 考え 方であ ろう とい

うふ うに は理解 しま す けども 、や はり 私も思 いま すのは 、緊 急度

Ⅰは 原則 １年以 内、 緊 急度Ⅱ とい うの は５年 以内 という ふう な内

容で ござ います ので 、 本来な ら修 繕計 画は改 めて 、私は その 事務

に対 応す べきで はな い かなと いう ふう に理解 をし とった んで すけ

れど も、 市長の 答弁 は 、現計 画の スト ックマ ネジ メント の中 で今

の計 画を 改めて いき た いとい う見 解で ござい ます ので、 それ も了

なの かな という ふう に 私は思 いま すけ れども 、た だ、緊 急性 は問

われ てい るのは 事実 で ござい ます 。そ うした 中で 、米子 市の 「よ

なご の下 水道」 広報 紙 による と、 上下 水道管 の健 康診断 が最 重要

とさ れて いると いう ふ うに、 米子 の今 の下水 道の 、こう いう 「よ

なご の下 水道」 見さ せ ていた だい たん ですが 、こ ういう ふう に定

めて おる んです けど も 、その よう な形 でおり ます が、管 理体 制に

つい てど のよう に今 確 立され てお られ ますか 。そ の辺の とこ の見

解を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 下関上下水道局長。

○下 関上 下水道 局長 上下水 道施 設の 老朽化 が進 む状況 であ って

も、 しっ かりと 市民 生 活を支 えて いく 必要が ござ います 。国 にお

いて も新 たな管 路マ ネ ジメン トの 方策 につい て検 討がさ れて おり

まし て、 これら の知 見 を取り 入れ 、平 時の点 検調 査、修 繕を 含め



た維 持管 理を強 化す る ことで ライ フサ イクル コス トの低 減を 図り、

効率 的な 管路マ ネジ メ ントを 実現 する ため上 下一 体の組 織力 を生

かし た管 理体制 の強 化 に取り 組ん でま いりた いと 考えて おり ます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 上 下水 道 のイン フラ 設備 につい ては 、先ほ ど答 弁が

あり まし たよう に、 ５ ５年で した か、 経過し てお るもの もあ りま

すと いう ふうな 状況 下 でござ いま した が、そ れら の内容 が散 見さ

れる とこ ろでご ざい ま す。そ うし た中 で、や はり 住民の 方々 は、

我が まち は大丈 夫な の かなと いう 声も いただ きま す。そ うい うふ

うな 観点 からい けば 、 住民の 安心 ・安 全確保 の観 点から 予防 保全

を踏 まえ 、管理 体制 の 拡充並 びに 修繕 体制の 強化 が私は 求め られ

てく ると 思いま すが 、 そうし た中 で、 修繕に つい ては令 和８ 年度

当初 予算 対応措 置を し ていく んだ と、 先ほど 質問 しまし たけ ど、

改めてその辺の見解を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員お っ しゃる とお り、 上下水 道の 修繕予 算に つき

まし ては 令和８ 年度 当 初予算 の措 置に 向けて 準備 を進め てま いり

たい と考 えてお りま す 。また 、下 水道 につき まし てはこ のた び全

国特 別重 点調査 にお き まして 、全 国的 に緊急 度Ⅰ 、また は緊 急度

Ⅱが 確認 をされ てお り ますこ とか ら、 国にお いて 個別補 助制 度の

創設 や重 点配分 が検 討 されて ると 伺っ ており ます 。これ ら国 の動

きを 注視 いたし まし て 、国の 支援 を最 大限活 用で きるよ うに 努め

てまいりたいと考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 ほど 言 いまし たよ うに 、国の 防災 安全交 付金 です



か、 そう いうふ うな 国 の制度 等を 活用 されて 十分 な対応 をし てい

ただければなというふうに思います。

そ こで 、視点 変え ま すけど も、 第２ 次まち づく りビジ ョン 計画

にお いて は、災 害に 強 いまち づく りに ついて 、上 下水道 施設 の耐

震改 修の 促進と あり ま す。今 後の 方向 性につ いて 伺って おき たい

と思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 本 年１ 月 に策定 をし まし た上下 水道 耐震化 計画 に基

づき まし て、防 災上 重 要な防 災拠 点や 、ある いは 病院な どの 施設

を結 ぶ上 下水道 管路 の 耐震化 を優 先的 に進め るこ ととし てお りま

す。 この 優先す べき 管 路には 、こ のた びの調 査に より判 明し まし

た緊 急度 Ⅰ、ま た緊 急 度Ⅱの 管路 が重 複して いる 部分も ござ いま

すの で、 耐震化 と老 朽 化対策 を同 時に 進める こと ができ ると 考え

てお りま す。引 き続 き まして 、災 害に 強く持 続可 能な上 下水 道シ

ステムの構築を目指してまいります。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 耐 震化 と 老朽化 が求 めら れてお ると いう市 長さ んの

答弁 でご ざいま す。 ま さにそ のと おり だろう とい うふう に思 いま

す。 やは り緊急 度Ⅰ 、 緊急度 Ⅱ、 これ は原則 １年 以内、 原則 ５年

以内 の対 応を求 めら れ ており ます し、 先ほど から 説明が あり まし

たよ うに 、老朽 化の ５ ５年と いう よう な施設 もあ るとい うふ うに

思い ます ので、 その 辺 の対応 を求 めら れてく るの かなと いう ふう

に思 いま すが、 やは り 昨今は 公共 イン フラに おい て老朽 化が 否め

ない のが 状況下 でご ざ います 。今 後に おいて は、 施設点 検に よる

老朽 化の 進捗の 把握 、 可及的 修繕 対応 が私は 求め られて くる ので



はな かろ うかと いう ふ うに思 いま す。 そうし た中 ではや はり 管理

体制 の拡 充がさ らに は 図られ てい かな ければ なり ません し、 その

事務 対応 につい て私 は 十分な 対応 を求 めてお きた いとい うふ うに

思います。

以上でこの問題は終わりたいと思います。

次 に、 淀江ゆ め温 泉 につい て質 問し てまい りた いとい うふ うに

思い ます 。淀江 ゆめ 温 泉の利 用状 況並 びに修 繕状 況、経 営状 況に

ついて、まず伺ってみたいと思います。

○岡田議長 山浦淀江支所長。

○山 浦淀 江支所 長 淀 江ゆめ 温泉 の利 用状況 等に ついて のお 尋ね

でご ざい ます。 順を 追 って説 明さ せて いただ きま す。直 近３ 年間

にお ける 淀江ゆ め温 泉 の入浴 者数 の推 移につ いて でござ いま す。

令和 ４年 度が１ ０万 ３ ０９人 、令 和５ 年度が １１ 万 4,７ ９ ０ 人 、

令 和 ６ 年 度 が １ ２ 万 1,２ ７ ７ 人 で ご ざ い ま す 。 ま た 、 修 繕 状 況に

つき まし てです が、 主 な修繕 状況 とし まして 、１ ００万 円以 上の

修繕 状況 をお答 えし た いと思 いま す。 令和５ 年度 が女性 風呂 サウ

ナ室 の扉 修繕で 約１ ２ ０万円 、同 様に 令和５ 年度 が露天 風呂 の木

塀更 新、 男性脱 衣所 の 内装修 繕で 約９ ５０万 円、 令和６ 年度 各フ

ロア の非 常ベル も兼 ね ている 非常 放送 設備の 修繕 で約１ ３０ 万円

を投 じて おりま す。 こ れは令 和４ 年度 には該 当が ござい ませ んで

した。

続 きま して、 直近 ３ 年間に おけ る指 定管理 業務 の収支 状況 につ

いて お答 えいた しま す 。令和 ４年 度が 収入１ 億 2,４ ２ １ 万 4,０ ０

０ 円 、 支 出 が １ 億 1,２ １ ７ 万 9,０ ０ ０ 円 、 差 引 き 1,２ ０ ３ 万 5,０

０ ０ 円 で ご ざ い ま す 。 令 和 ５ 年 度 が収 入が１ 億 3,５ ５ ６ 万 円 、 支



出が １億 2,１ ６ ０ 万 8,０ ０ ０ 円 、 差 引 き 1,３ ９ ５ 万 2,０ ０ ０ 円 、

令 和 ６ 年 度 が 収 入 が １ 億 5,０ ０ ２ 万 4,０ ０ ０ 円 、 支 出 が １ 億 4,１

０３万 5,０００円、差引き８９８万 9,０００円でございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 今 の利 用 状況並 びに 修繕 状況、 経営 状況に つい て伺

いま した 。経営 状況 に ついて はそ れぞ れ 1,０ ０ ０ 万 円 弱 の 収 益 が

あ っ た の か な と い う ふ うに理 解は して おるん です けれど も、 そこ

で、 淀江 ゆめ温 泉に つ いては ２５ 年ぐ らいが 経過 したと 仄聞 する

んで すけ れども 、ゆ め 温泉の 老朽 化状 況並び に今 後の課 題に つい

て、 どの ように 考え て おられ ます か。 見解を 伺っ ておき たい と思

います。

○岡田議長 山浦淀江支所長。

○山 浦淀 江支所 長 淀 江ゆめ 温泉 の老 朽化状 況及 び今後 の課 題に

つい てで ござい ます 。 老朽化 の状 況に つきま して は、淀 江ゆ め温

泉は 平成 １２年 に開 館 して以 来、 約２ ５年が 経過 してお りま す。

施設 の老 朽化が 進ん で いるこ とは 否め ない事 実で ござい ます 。指

定管 理者 による 維持 管 理のほ か、 施設 の劣化 や損 傷状況 を勘 案し、

当面 の施 設運営 にお い て必要 な修 繕を 行って きた ところ でご ざい

ます 。今 後の課 題に つ いてで すけ れど も、設 備の 定期点 検や 優先

度を 勘案 しなが らの 修 繕など 、必 要に 応じた 維持 管理を 行う こと

によ り施 設及び 設備 の 延命化 を図 って いると ころ でござ いま すが、

令和 １２ 年は築 ３０ 年 になる こと から 将来的 には 大規模 修繕 の時

期を迎えるものと、そのように捉えております。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 ２ ５年 を 経過し て、 今後 は大規 模修 繕も想 定を され



ると いう 答弁で はな か ったか なと いう ふうに 思い ますが 、そ こで、

今の いろ んな指 定管 理 者制度 を導 入し て管理 をさ れてお られ るん

です けれ ども、 淀江 ゆ め温泉 の管 理体 制を改 めて 伺って おき たい

と思います。

○岡田議長 山浦淀江支所長。

○山 浦淀 江支所 長 淀 江ゆめ 温泉 の管 理体制 につ いての お尋 ねで

ござ いま す。淀 江ゆ め 温泉は 本市 所有 の施設 でご ざいま すが 、管

理体 制に つきま して は 淀江ゆ め温 泉の 泉源を 所有 してい る株 式会

社白鳳が指定管理者として運営しているところでございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 今 の指 定 管理者 制度 で管 理をさ れて おられ ると いう

状況 下で 、これ も委 員 会の中 で説 明が あった んで すけど 、そ こで、

今の 淀江 ゆめ温 泉の 設 置経過 につ いて 、改め て伺 ってお きた いと

思います。

○岡田議長 山浦淀江支所長。

○山 浦淀 江支所 長 淀 江ゆめ 温泉 の設 置経過 につ いてお 答え いた

しま す。 平成６ 年６ 月 に旧淀 江町 など ５者が 発起 人とな り、 株式

会社 白鳳 が設立 され ま した。 平成 ７年 ４月に 物産 館白鳳 の里 をオ

ープ ンい たしま して 、 地元産 品を 使用 した商 品開 発や販 売、 地元

の食 材を 使用し たレ ス トラン 経営 を事 業の柱 とし 、地域 振興 に取

り組 んだ ところ でご ざ います 。そ の後 、類似 した 販売施 設が でき、

経営 が苦 しくな った こ とから 、そ の打 開策と して 白鳳の 発案 によ

り温 浴事 業を思 いつ き 、白鳳 の資 金負 担で温 泉の 泉源を 掘削 する

こと とい たしま した 。 しかし なが ら、 白鳳は 資金 難によ り自 社で

の建 設が 立ち行 かな く なった こと から 、当時 の淀 江町が 温泉 館を



設置 する ことに 至っ て おりま す。 淀江 町は株 式会 社白鳳 と賃 貸借

契約 を交 わし、 賃料 は 淀江町 の起 債償 還額と 同額 という もの でご

ざい ます が、有 償で 白 鳳に貸 し付 ける 方式で 平成 １２年 ８月 に淀

江ゆ め温 泉が開 館し た もので ござ いま す。そ の後 、平成 １８ 年４

月に 指定 管理者 制度 が 導入さ れた こと に伴い 、指 定管理 契約 に移

行し、現在に至っております。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 設 置経 過 並びに 設置 体制 、状況 、今 、質問 しま した

けど も、 さきに ９月 議 会でも あり まし たよう に、 レジオ ネラ 菌が

発生 をし て同施 設が 休 業した とい う状 況下で ござ いまし たが 、レ

ジオネラ菌の発生状況について伺わせてください。

○岡田議長 山浦淀江支所長。

○山 浦淀 江支所 長 レ ジオネ ラ菌 発生 状況に つい てのお 尋ね でご

ざい ます 。令和 ７年 ４ 月２６ 日に レジ オネラ 菌発 症者が 淀江 ゆめ

温泉 を利 用して いた こ とが確 認さ れた ため、 県に よる立 入検 査や

行政 検査 として の採 水 が行わ れ、 同年 ５月１ ６日 に基準 値を 超え

るレ ジオ ネラ菌 が検 出 されま した 。こ のため 原因 と推定 され た設

備の 運用 方法の 見直 し や修繕 を行 い、 ６月１ １日 に営業 を再 開し

たと ころ 、７月 ２１ 日 に同様 の事 例が 確認さ れた ため、 これ は原

因は 、発 見場所 は別 の ところ でご ざい ました けれ ども、 県に よる

立入 検査 や採水 が行 わ れ、７ 月３ ０日 に基準 値を 超える レジ オネ

ラ菌が検出されたものでございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員

んが 議論 された んで す けれど も、 やは り私は この 状態に つい ては



住民 に対 して大 変迷 惑 をかけ てい たと 、これ が実 態であ ろう とい

うふ うに 思いま すが 、 同温泉 にお ける 管理体 制に ついて 、何 かぎ

くし ゃく してる 面が あ ります よと いう ような 仄聞 をいた しま すが、

管理 体制 におけ る責 任 分担に つい てど のよう な状 況なの か、 これ

を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 山浦淀江支所長。

○山 浦淀 江支所 長 淀 江ゆめ 温泉 の管 理体制 にお ける責 任分 担に

つい ての お尋ね でご ざ います 。淀 江ゆ め温泉 の施 設設置 者は 米子

市で ござ います 。温 泉 の泉源 所有 者は 株式会 社白 鳳、施 設の 指定

管理 者も 株式会 社白 鳳 となっ てお りま す。ま た、 当該温 浴施 設の

浴場 業の 許可は 株式 会 社白鳳 が鳥 取県 に申請 し、 得てい ると ころ

でございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 改 めま す けれど も、 施設 設置者 が米 子市、 源泉 者が

白鳳 、指 定管理 者が と いう三 極体 制で ござい ます 。いわ ゆる 指令

系統 が多 元化を され て おって 、な かな かその 辺の ところ が難 しい

面が ある んでは ない か なと私 は推 察を するわ けで すけど も、 その

よう な状 況の中 で三 者 の意思 疎通 が十 分に図 られ ておら れま すか。

その辺のところの見解を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 山浦淀江支所長。

○山 浦淀 江支所 長 意 思疎通 の状 況に ついて のお 尋ねで ござ いま

す。 令和 ６年６ 月に 第 ２株主 であ る民 間団体 から 、より 民間 主体

の経 営体 制への 移行 に ついて 申出 があ ったこ とか ら、さ らな る民

営化 に向 けた管 理体 制 に改め たと ころ ではご ざい ますが 、指 定管

理者 とし て市と の関 係 性に変 わり がな いため 、適 宜相互 に連 絡や



協議 を行 ってき たと こ ろでご ざい ます 。ただ 、今 年度２ 回に わた

るレ ジオ ネラ菌 検出 の 事案を 受け まし て、指 定管 理者か ら市 への

報告 や相 談など 、よ り 一層の 連携 強化 を図っ てい くこと を共 通認

識としたところでございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 な ぜこ う いうふ うな 今の 経営状 況な り、今 後の 修繕

対応 、大 規模修 繕も あ ります よと いう ような 状況 、レジ オネ ラ菌

の発 生状 況等を 今質 問 してま いり まし た。や はり 私は思 いま すに、

公が 温泉 施設を 、い わ ゆる保 有管 理す ること を望 ましく ない とい

うふ うに 私は見 解を 持 ってお りま す。 レジオ ネラ 菌が発 生し た例

を教 訓に 、施設 管理 に 精通す る民 間管 理に私 はシ フトす べき では

ない かと 思いま すが 、 今後、 同温 泉施 設につ いて 民営化 をす べき

と考えております。市長の見解を伺いたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 ゆ め温 泉 につき まし て、 この施 設の 設置者 は、 これ

は米 子市 でござ いま す が、平 成１ ２年 の開館 以来 、一貫 して 株式

会社 白鳳 が管理 運営 を 行って まい りま した。 旧淀 江町が 当時 、ゆ

め温 泉を 造った 際、 そ のとき とは もう 環境が 変わ ってお りま して、

近隣 や、 あるい は市 内 に株式 会社 、あ るいは 民業 として 成立 して

おり ます 温泉施 設が 幾 つか既 にご ざい ます。 そう である 以上 、行

政の 立場 として 淀江 ゆ め温泉 だけ に公 費を投 じて 競争さ せる とい

うこ とは 妥当で はな い という ふう に考 えても ござ います 。そ うし

た意 味で 、長期 的な 視 点から も、 現在 の米子 市と いたし まし ては、

行政 とし て、も う既 に 民業と なっ てお ります 温浴 事業を 行う 必要

はな いと いうの が基 本 的な考 え方 でご ざいま して 、淀江 ゆめ 温泉



の民 営化 につい て、 こ れまで 模索 をし てきた とこ ろでご ざい ます。

昨 年６ 月に第 ２株 主 であり ます 民間 団体か ら、 より民 間主 体の

経営 体制 への移 行に つ いて申 出が ござ いまし たの で、さ らな る民

営化 を進 めるた めに 、 市が介 入し ない 形での 経営 体制に 移行 した

とこ ろで ござい ます 。 今後の 事業 の推 移を注 視し ながら 、ど のよ

うな 形で 、また 、ど の ような タイ ミン グで民 営化 が図れ るか 、検

討してまいりたいと考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 今 の答 弁 の中で 、市 が介 入しな いよ うな経 営体 制に

移行 して いきた いと 。 私は、 まさ にそ のとお りだ という ふう に思

いま す。 私も先 般、 鳥 取県西 部広 域行 政管理 組合 が保有 して おり

ます うな ばら荘 、こ の 例を出 すの も適 切かど うか 知りま せん けれ

ども 、や はり民 間に 移 譲した とい うよ うな形 がご ざいま す。 こう

いう ふう な温浴 施設 を 私、保 持管 理す るには 、や はり民 間の 英知、

ノウ ハウ 、私は それ が 求めら れて くる のでな いか なとい うふ うに

思い ます 。やは りそ う いうふ うな 考え 方をこ れか ら注力 して いく

べき だと いうふ うに 私 は思い ます が、 改めて 市長 の見解 を伺 って

おきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 今 回特 に 問題と なり まし たレジ オネ ラ菌の 問題 がご

ざい まし たけど も、 そ の安全 管理 とい うこと だけ を取り 上げ たと

して も、 これは 公営 で あろう と民 営で あろう と、 しっか りや らな

けれ ばな らない わけ で すが、 民営 であ れば、 そう した様 々な 安全

管理 とい うもの を収 益 の中か ら工 面し ていく とい うこと が筋 であ

り、 それ ができ るわ け ですけ れど も、 これ公 営に なりま すと 、そ



うし た安 全管理 を税 で 賄って いか なけ ればい けな い、公 費を 入れ

なけ れば いけな いと い うこと も出 てま いりま す。 したが いま して、

議員 おっ しゃる とお り 、この 辺の ノウ ハウと いう ものは しっ かり

と民 間に 任せる べき だ 、任せ ると いう ことは 非常 に大事 なこ とだ

とい うふ うに思 って お ります 。そ うい う意味 では 、この 収益 の獲

得か ら安 全対策 まで 一 貫して 実施 でき る体制 、す なわち 民営 化と

いう こと を目指 すの は 大変重 要で ある と、そ のよ うに考 えて おり

ます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 前 向き の 強い答 弁を いた だきま した けど、 やは り私

は、 今の 、一番 大事 な のは、 利用 して いただ く市 民の方 々の 安全

性、 安心 性を私 は求 め られる とい うふ うに思 いま す。そ のこ とを

私た ちが 忘れて はい け ない。 そう いう ふうな 考え 方でい けば 、踏

まえ れば 、やは り民 間 の、先 ほど 市長 さんも あり ました よう に、

ノウ ハウ 、英知 を結 集 して、 この 同施 設の管 理運 営を私 はな して

いく のが 必要で あろ う という ふう に思 います 。改 めて、 今の この

淀江 ゆめ 温泉に つい て は民営 化を 図っ ていく べき で、そ れを 成就

して いか ねばな らな い という ふう に私 は強く 思っ ており ます けれ

ども、改めて市長さんの見解を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 先 ほど の 答弁と 少し かぶ ります けれ ども、 既に 市内

には こう した温 浴施 設 が民業 とし て成 り立っ てい る実績 がご ざい

ます 。そ うした 中、 行 政とし て、 これ 以上特 定の 民間の 事業 者に

公費 を運 営資金 とし て 投入す ると いう ことは 適切 でない とい うの

が考え方の大前提でございます。



淀 江ゆ め温泉 につ き まして は、 地域 で長ら く愛 されて きま した

施設 であ ります ので 、 住民サ ービ スの 向上や にぎ わいづ くり の観

点か らも 、民間 のノ ウ ハウを 活用 した 民業と して 経営を して いた

だく こと が持続 的な 地 域の活 性化 に寄 与する もの と考え てご ざい

ます 。そ のよう な中 、 昨年の ６月 に第 ２株主 であ ります 民間 団体

から の申 出を受 けま し て、本 市か ら派 遣して おり ます役 員を 引き

揚げ た形 で民間 主体 の 経営体 制に 移行 したと いう ことで 、さ らな

る民営化に向けてかじを切ったところでございます。

今 後、 どのよ うな 形 で民営 化を 果た してい くの か、こ れは 適切

に検 討を 行いま して 、 完全民 営化 の実 現を目 指し たいと 考え てお

ります。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 こ れは 要 望です けど も、 市長さ んが おっし ゃい ます

よう に、 やはり 今の 利 用者の 方々 の安 心・安 全を これは 守っ てい

かな けれ ばなら ない 、 これが 一番 使命 であろ うと いうふ うに 思い

ます 。そ ういう こと か ら鑑み れば 、や はり民 間の 方々の 英知 を結

集し た、 ノウハ ウを 吸 収した 中で の同 施設の 管理 運営が 私は 適切

であ ろう という ふう に 思いま すの で、 その辺 のと ころを 十分 に考

慮し た中 で、早 急的 に 、スピ ーデ ィー に今の 民営 化に向 けて 事務

を進 めて いただ きた い と、こ れは 強く 要望し てお きたい と思 いま

す。

以上で私の質問終わります。

○岡田議長 暫時休憩いたします。

午後３時０３分 休憩


